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山梨渉 市政報告 

 

ごあいさつ 

昭和７年から市民に飲料水を供給する中町浄水場。春には桜が咲き誇

るこの施設を、地元住民は親しみを込めて“水道山”と呼んでいます。 

毎年施設見学を兼ね、観桜会が行われておりましたが、東日本大震災

以降中止されており復活を求める声が寄せられました。４月１２日、上下

水道局の協力で６年ぶりに見学会を実施。地元住民の皆さんと満開の桜

を鑑賞するとともに水道施設の現状を視察させて頂きました。 

 桜の名所 静岡市上下水道局中町浄水場の 
施設見学会が復活 

本年４月、市議会議員２期目の新たなスタートを致しました。 

これからも市民の声に一つ一つに耳を傾け、未来を見据え、現場

第一の行動力と積極的な政策提言で、静岡市の発展、清水区の

発展のために全力で働いて参ります。 

静岡市議会議員  山梨 渉 

喉頭がんにより、喉頭（のどの一部）を摘出すると、声が出なくなり、鼻・

口から呼吸が出来なくなります。代わりに首に開けた「気管孔」という穴に

装着するのが人工鼻。フィルターが入った器具で、加温・加湿・除塵機能

があり、いい声が出せる「シャント発声」に欠かせません。 しかし消耗品

のため月２～３万円の費用がかかり、利用者負担が大きく、支援の必要

性を訴えて参りました。本年度より、障がい者日常生活用具給付事業の

対象品目に人工鼻が追加されました。（1 ヵ月あたり２３,１００円） 

喉頭摘出者に埋込型用人工鼻の補助が実現！ 

助成対象となる 

器具の例 

人工鼻を用いた 

シャント発声 

【平成２９年度 所属委員会等】 

総務委員会（副委員長）、清水都心まちづくり特別委員会 

国民健康保険運営協議会委員 

平成２７年度に開設された「静岡市ひきこもり地域支援センター」。更なる

支援拡大のために平成２７年２月議会等で市民サポーター養成の必要

性を訴えて参りました。本年度より静岡シチズンカレッジの一環として、

「ひきこもりサポーター初級養成講座」が開始。基本から実際の支援方法

までを修得できる連続講座で、希望者には、受講後、ひきこもり地域支援

センター内での業務に参加することもできます。 

 「ひきこもりサポーター養成事業」本年度よりスタート 
ひきこもり支援拡大に期待 
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２月議会 山梨わたる議会質問より 
 

質問 

 

答弁 

市が所有・管理している興津駅前の

無料駐輪場は利用者が多く、再整備

が必要だと思うが、今後どのように

取り組むのか。 

既存駐輪場の再整備について、運

営方法などの事例調査や検討を行

い、再整備に伴う有料化などについ

て地元自治会と協議を進めている。 

今後は駐輪場の再整備に向けて民

間活力を取り入れた手法の検討や

民間事業者の参画に向けた条件の

整理を行うなど、安全・安心な駐輪

環境の実現のため取り組んでいく。 

あなたのご意見・ご要望をお聞かせください 

控 室 ： 静岡市葵区追手町 5-1  ＴＥＬ 054-254-2769 

 
 自 宅 ： 静岡市清水区興津中町 1356-25  ＴＥＬ 054-368-5540  Ｅ‐ｍａｉｌ ｗ.ｙ＠ｕｖ.ｔｎｃ.ｎｅ.ｊｐ 

公明党静岡市議会 検索 

雑草が生い茂っていた石川本町の
水路をコンクリート舗装 
 

鳥坂の交差点にポールを新設 
歩行者の安全性が高まりました 

市指定天然記念物「河内の大石」の
看板が新しくなりました 
 

交通事故が多発している蒲原の 
市道に注意喚起の看板を新設 
 

見通しが悪い小島町の交差点に 
カーブミラーを新設 
 

地域憩いの場、避難場所となってい
る興津北公園に時計を新設 
 

地域の声が実現しました。 

駐輪場に入りきらず、路上にまであふれている現状 


